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①51.6%

②1.4%

③30.5%

④16.5%

「令和４年度神奈川県営水道についての事業所調査」の結果（速報） 

 

【調査の概要】 

・調査対象・期間等 

   項  目 事業所調査 

調査対象 県営水道給水区域内所在の年間使用水量等が 10,000 ㎥

以上の全事業所（854 事業所） 

調査期間（延長後） 令和４年７月１日～７月 15 日（７月 29 日） 

有効回答数 

（有効回答率） 

577 

（67.6％） 

 

・回答者の特徴 

業種                     従事者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
I. 水の使用状況等 
 

(1) 水道水等の使用状況及び今後の動向 

 

設問 あなたの事業所では、水道水や水道水以外の水（地下水、再生水等）を使用していますか。 

水道水                      水道水以外 

 
 

①77.6%

②0.0%

③3.1%

④19.2%

①31.0%

②1.4%
③5.5%
④3.6%⑤1.0%⑥7.3%⑦23.7%

⑧4.9%
⑨5.2%
⑩3.6%⑪12.7%①製造業 ②運輸業

③卸売、小売業 ④不動産業、物品賃貸業

⑤飲食業 ⑥宿泊業

⑦医療、福祉 ⑧教育、学習支援業

⑨生活関連サービス業、娯楽業 ⑩その他のサービス業

⑪その他

①…②…

③…④…

⑤…⑥…①９人以下 ②10～50人
③51～100人 ④101～300人
⑤301人以上 ⑥無回答

①…②…③…④…①使用している
②使用していない：新たに使用したい
③使用していない：使用する予定はない
④無回答 ①…②…③…④…①使用している

②使用していない：新たに使用したい
③使用していない：使用する予定はない
④無回答

①31.0%

②1.4%

③5.5%

④3.6%
⑤1.0%⑥7.3%

⑦23.7%

⑧4.9%

⑨5.2%

⑩3.6%
⑪12.7% ①2.4%

②18.4%

③21.1%

④27.0%

⑤28.1%

⑥2.9%



2 
 

(2) 水道水以外の使用状況の理由（(1)で「水道水以外を使用している」と回答した者） 

事業所の約３割が「水道水のような高い水質を要しないから」「水道料金が高いか

ら」と回答している。R1 の調査時と比較すると「水道料金が高いから」と回答して

いる割合は、2.8 ポイント減少した。 

 

設問 水道水以外の水を使用しているのはどうしてですか。 

      R4                         R1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(3) 水使用で一番考慮すること 

事業所の約４割が「水質の安定性」を最も考慮すると回答している。 

 

設問 水を使用するにあたり、一番考慮することは何ですか。 

 

 

 

 

 

①6.1%

②44.2%

③20.8%

④25.0%

⑤0.3%
⑥3.6%

①導入コスト

②水質の安定性

③水量の安定性（渇水がない）

④運用コスト

⑤その他

⑥無回答

①33.2%

②32.2%

③13.1%

④17.4%

⑤4.0%

①30.4%

②35.0%

③13.3%

④18.1%

⑤3.2%

①

30
.4
%

②

35
.0
%

③

13
.3
%

④

18
.1
%

⑤

3.
2
%

①水道水のような高い

水質を要しないから

②水道料金が高いから

③危機管理の一環とし

て、水の調達元を複数

に分散しているから

④その他

⑤無回答
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(4) 今後の水道水の使用量 

事業所の約８割が「変わらない」と回答している。一方で、約１割が「増える見込

み」と回答している。 

 

設問 今後、水道水の使用量の変化について、どのように見込んでいますか。 

 
II. 県営水道の事業について 

(1) 災害対策の進め方についての意識 

R1 の調査時と比較して減少したものの、事業所の約７割が「今のペース（今と同

じ）」又は「今よりも強化して（今を超える水準で）」災害対策を進めると回答して

いる。 

 

設問 今後の災害対策の進め方についてどう思いますか。 

 

R4                    R1 

 

 

 

 

 

 

 

①11.6%

②76.9%

③2.6%

④0.9%
⑤7.6% ⑥0.3%

①増える見込み

②変わらない

③減る見込み

④その他

⑤わからない

⑥無回答

①40.9%

②27.4%

③20.4%

④0.9%

⑤10.5%

①43.2%

②35.6%

③10.6%

④0.3%
⑤9.5% ⑥0.8%

①

43.2
%

②

35.6
%

③

10.6
%

④

0.3%
⑤

9.5%
⑥

0.8%
①災害対策は今と同じ水準で進める

②災害対策は今を超える水準で進める

③災害で被害があったところを修復する

④その他

⑤わからない

⑥無回答

①

40.9
%

②

27.4
%

③

20.4
%

④

0.9%
⑤

10.5
%

①今の災害対策のペース（2019～2023年度

と同じペース）で取組を進める
②今よりも災害対策を強化して取組を進める

③災害で被害があったところを修復する

④その他

⑤わからない



4 
 

①48.9%

②37.3%

③2.9%

④9.7% ⑤1.3%

(2) 水道管の更新の取組についての意識 

事業所の半数が「漏水の頻度が多い管や経過年数の古い管から、順次更新する」

と回答しており、約３割が「災害協力病院等の災害時に重要な施設へ給水する水道

管から優先して更新する」と回答している。 

 

設問 管路更新の優先順位についてどう思いますか。 

 
(3) 今後の水道施設の更新及び維持管理についての意識 

事業所の約５割が「今の水道料金の範囲で水道施設の更新・維持管理を行う」と回

答しているが、一方で、約４割が「水道料金が上がっても必要な更新・維持管理を

行う」と回答している。また、どちらも R1 の調査時より少し割合が増加した。 
 

設問 今後の県営水道の水道施設の更新及び維持管理についてどう思いますか。 

R4                         R1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①35.0%

②52.7%

③2.9%

④1.0%
⑤7.6% ⑥0.7%

①災害協力病院等の災害時に重要な施設へ給

水する水道管から優先して更新する

②漏水の頻度が多い管や経過年数の古い管か

ら、順次更新する

③学校や警察・消防等の官公署など公共機関

へ給水する水道管を優先して更新する

④その他

⑤わからない

⑥無回答

①49.4%

②38.6%

③2.9%

④8.1% ⑤0.9%

①

4
9.
4
%

②

3
8.
6
%

③

2.
9
%

④

8.
1
%

⑤

0.
9
%

①今の水道料金の範囲

で水道施設の

更新・維持管理を行う

②水道料金が上がっても

必要な更新・

維持管理は行う

③その他

④わからない

⑤無回答
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III. 県営水道の上水道料金について 

(1) 上水道料金について 

事業所の約５割が「適正な料金だと思う」と回答している。 

 

設問 現在お支払いいただいている上水道料金についてどう思いますか。 

 
 

(2) 水道料金についての知識（複数回答） 

事業者の約３割が「家事用を安価とし、業務用に多くの負担を求めていること」を

知っていると回答しており、その他の項目についてはすべて５割以上が知っている

と回答している。 
 

設問 上水道料金について、あなたが知っていることはどれですか。 

 
 

①27.2%

②50.4%

③1.4%

④12.8%

⑤8.1%

①高いと思う

②適正な料金だと思う

③安いと思う

④わからない

⑤無回答

46.8%

56.0%

77.3%
71.4%

57.7% 58.1%

32.9%

2.9% 0.9%
0%

20%

40%

60%

80%

100%

①
水
道
事
業
は
独
立
採
算
制
で
、
主
に
お
客
さ

ま
か
ら
い
た
だ
く
水
道
料
金
の
収
入
に
よ
っ

て
運
営
し
て
い
る
こ
と

②
た
く
さ
ん
水
を
使
う
と
単
価
が
高
く
な
る
料

金
体
系
で
あ
る
こ
と

③
上
水
道
料
金
は
、
２
か
月
に
１
回
検
針
し
て
２

か
月
分
を
ま
と
め
て
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と

④
市
町
が
運
営
し
て
い
る
下
水
道
の
使
用
料
を

上
水
道
料
金
と
合
わ
せ
て
お
支
払
い
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と

⑤
基
本
料
金
と
基
本
水
量
が
あ
る
こ
と

⑥
水
道
水
の
価
格
は
、
同
じ
量
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

水
に
比
べ
て
安
い
こ
と

⑦
家
庭
の
生
活
用
水
で
あ
る
「
家
事
用
」
を
安
価

と
し
、
産
業
用
の
水
で
あ
る
「
業
務
用
」
に
多

く
の
負
担
を
求
め
て
い
る
こ
と

⑧
ど
れ
も
知
ら
な
い

⑨
無
回
答
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(3) 基本料金についての意識 

事業者の約７割が「今のままでよい」と回答しており、次に約１割が「下げたほう

がよい」と回答している。 
 

設問 県営水道では、水道をお使いいただくための必要な費用をまかなうために、使用量に

関係なく基本料金として２か月分で一律 1,420 円（税抜き）をお支払いただいています。

この基本料金についてどう思いますか。 

 
 

(4) 基本水量についての意識 

事業者の５割以上が「現状のままでよい」と回答し、一方で、それぞれ約１割の事

業所が「増やした方がよい」「基本水量はなくしてもよい」「わからない」と回答し

ている。 

 

設問 県営水道では、水道使用量が２か月で 16 ㎥ 以下であれば、水道料金が変わらないと

いう基本水量についてどう思いますか。 

 
 
 

①72.1%

②4.9%

③8.8%

④4.3%

⑤1.6%
⑥8.1% ⑦0.2%

①今のままでよい

②基本料金は上げたほうがよい

③基本料金は下げたほうがよい

④基本料金は必要ない

⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

①56.8%

②10.6%

③5.2%

④12.1%

⑤1.2%

⑥13.3%
⑦0.7%

①基本水量は現状のまま、２か月１６㎥のままでよ

い

②基本水量は２か月１６㎥より増やした方がよい

③基本水量は２か月１６㎥より減らした方がよい

④基本水量はなくしてもよい

（基本料金で使える水量をなくす）

⑤その他

⑥わからない

⑦無回答
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(5) 従量料金についての意識 

事業所の約５割が「今のままでよい」と回答しており、それぞれ約２割の事業所が

「単価は一律がよい」「安くなった方がよい」と回答している。 

 

設問 基本水量の２か月 16 ㎥を超えると、１㎥ ごとに料金（従量料金）が加算されます。

また、使用する量が多くなるほど１㎥ あたりの単価が高くなります。この従量料金に

ついてどう思いますか。 

 

 

 

(6) 料金体系のあり方 

事業所の約６割が「今のままでよい」と回答しているが、一方で、11.3％が「口径

別料金体系がよい」と回答している。 

 

設問 現在、神奈川県営水道事業審議会において、水の供給により受けるサービスの量と、

そのサービス提供に見合う費用負担の観点から、料金体系のあり方を議論しています。

料金体系について、どう考えますか。 

 

①48.0%

②2.1%

③19.4%

④21.0%

⑤0.9%

⑥7.8% ⑦0.9% ①今のままでよい

（使う量に比例して単価は高くなった方がよい）

②使う量に比例して増加する単価の差を今よりさら

に大きくした方がよい

③使う量にかかわらず単価は一律の方がよい

④使う量に比例して単価は安くなった方がよい

⑤その他

⑥わからない

⑦無回答

①61.9%

②11.3%

③9.5%

④1.9%

⑤13.5%

⑥1.9%

①今のままの用途別料金体系

②口径別料金体系

③どちらでもよい

④その他

⑤わからない

⑥無回答



8 
 

IV. 県営水道の広報活動等について 
 

(1) 県営水道について知りたい情報（複数回答） 

事業所の５割以上が災害関連の情報を知りたい情報と回答している。 
 

設問 あなたが県営水道に関して知りたい情報は次のどれですか。 

 
 

(2) 県営水道に関する情報を知る手段（複数回答） 

事業所の約６割が「県営水道のホームページ」と回答し、次に約４割の事業所が「上

下水道料金のお知らせ」から情報を得ていると回答している。 
 

設問 あなたは県営水道に関する情報を何によって知りたいですか。 

 
 

33.4%
40.9%

30.8%
23.4%

57.0% 55.3% 52.2%

15.4%

30.2%
35.0%

8.7% 9.5%
1.9% 0.9%

7.3%
0.3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

①
水
源
の
貯
水
量

②
水
源
や
水
道
水
の
水
質
情
報

③
安
全
で
お
い
し
い
水
へ
の
取
組
み

④
環
境
へ
の
取
組
み

⑤
災
害
対
策
・危
機
管
理
へ
の
取
組
み

⑥
災
害
時
の
給
水
拠
点
情
報

⑦
断
水
・濁
水
情
報

⑧
水
道
管
や
水
道
施
設
（浄
水
場
、
配

水
池
等
）

⑨
水
漏
れ
発
見
方
法
・
水
漏
れ
修
理
の

申
込
先

⑩
水
道
料
金
に
関
す
る
情
報

⑪
水
道
事
業
の
経
営
状
況

⑫
水
道
に
関
す
る
各
種
手
続
き

⑬
イ
ベ
ン
ト
情
報

⑭
そ
の
他

⑮
特
に
な
い
（特
に
知
り
た
い
こ
と
は
な

い
）

⑯
無
回
答

13.7% 15.8%

62.2%

1.9%
6.1%

42.1%

2.9% 1.2% 3.6% 2.9% 5.5% 1.9% 1.0%
9.0%

0.5%
0%

20%

40%

60%

80%

100%

①
県
営
水
道
広
報
紙
「
さ
が
み
の
水
」

②
神
奈
川
県
広
報
紙
「
県
の
た
よ
り
」

③
県
営
水
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

④
県
営
水
道
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

⑤
企
業
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ※

⑥
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
時
の「
上
下

水
道
料
金
の
お
知
ら
せ
」

⑦
水
道
営
業
所
の
窓
口

⑧
新
聞
広
告

⑨
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

⑩
駅
や
電
車
で
の
ポ
ス
タ
ー

⑪
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告

⑫
自
治
会
等
の
回
覧

⑬
そ
の
他

⑭
特
に
な
い

⑮
無
回
答
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(3) 県営水道が行っている事業について（各項目につき単一回答） 

事業所の７割以上が、「積極的な広報と情報提供」以外の全項目について重要であ

る（「とても重要である」又は「やや重要である」）と回答している。 

特に、「災害に強い水道づくり」「老朽化した水道管の更新」について 95％以上の事

業所が重要であると回答している。 

 

設問 県営水道が行っている事業等についてどう思いますか。 

①87.3%

①81.3%

①34.7%

①24.1%

①68.8%

①14.4%

①60.7%

②9.2%

②15.3%

②53.6%

②47.7%

②22.9%

②43.3%

②31.9%

③0.2%

③0.0%

③7.5%

③22.4%

③4.2%

③33.8%

③3.5%

④0.0%

④0.0%

④0.2%

④1.7%

④0.2%

④4.0%

④0.5%

⑤3.3%

⑤3.5%

⑤4.2%

⑤4.2%

⑤4.0%

⑤4.5%

⑤3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地震や豪雨などの災害に強い水道づくり

老朽化した水道管の更新

人口減少など大きな環境変化に対応した安定的な経営

情報通信技術（ICT)や人工知能（AI）など

の新しい技術を活用した効率的な事業運営

安全でおいしい水づくり

県営水道の取組についての積極的な広報及び情報提供

水道料金を安い価格で維持している

①とても重要である ②やや重要である ③あまり重要でない ④全く重要でない ⑤無回答


